
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千歳市立高台小学校 学校通信№４ 令和元年６月２８日 

７月の生活目標 

「健康な体をつくろう」 

１．休み時間野過ごし方を工夫しよう。 

２．活動にふさわしい服装をしよう。 

校長 安 栄 智 裕

  6月15日に開催した高台小学校第50回大運
動会では、強風で砂埃が舞う中にもかかわらず、
ご来賓・保護者の皆様には最後まで子どもたちに
温かなご声援をいただき誠にありがとうござい
ました。 

  本校では、運動会を一区切りに 9 月までの第
2 節を開始し、夏休みまでの残りひと月は学習を
振り返りながら、学習内容を確実に理解し定着で
きるよう、指導の充実を図っているところです。 
このような中、先日、道教委が高校入試制度の

改革を行うと報道されました。具体的には、学力
検査に関して、現在の中学 1 年生から、これま
で高校の判断で選択していた「学校裁量問題」を
やめ、全受検生に基礎的な内容と思考力などを問
う高難度の内容を組み合わせ 
た入試に一本化するというも 
のです。小学校では来年度か 
ら、中学校では令和 3 年度か 
ら全面実施される新学習指導 
要領で重視されている「思考力・判断力・表現力」
を問うことになったものです。詳細は今後提示さ
れるものと思いますが、毎年度実施されている全
国学力・学習状況調査でも「資料を読み取り、根
拠を明らかにしながら、決められた文字数や条件
で記述する力」などを調査していることから、同
様な問題形式も想定されると考えています。 

  この「思考力・判断力・表現力」は、小学校の 
段階から育んでいかなけれ 
ばならない力の一つです。例 
えば、国語の目標は、「日常 
生活における人との関わり 
の中で伝えあう力を高め、思

考力や想像力を養う。」とされていますし、算数
の目標にも「数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・適確に表したり目的に応じて柔軟に表した
りする力を養う。」などが示されています。もち
ろん、他の教科、例えば図工でも運動会の絵を題
材に感じたことや思ったこと、考えたことを、話
したり聞いたり話し合ったりするなどの「言語活
動」をとおして思考力や表現力を養っていく必要
があります。 

  このことに関わって、株式会社電通のコピーラ 

人は、考えが浮かぶ時、言葉で疑問を持ち、 
言葉で考え、言葉で納得できる答えを導き出そ
うとしている。こうしてあらゆる「考える」と
いう行為において、発されることのない内なる
言葉を用いている。この本文を読んで納得して
いる時には「確かに」と言っており、疑問を感
じたり同意できないときは「そうかな？」と言
っている。（中略） 
自分と対話するということは、内なる言葉を 

用いて考えを広めたり、深めたりすることと同
義である。つまり、内なる言葉の語彙力が増え
るほど、幅を広げ奥行きを持たせるほど、思考
が進んでいる状態と言える。 

 イターである梅田悟司氏が、著書『言葉にできる
は武器になる』（日本経済新聞出版社）の中で、
言葉には「外に向かう言葉」と「内なる言葉」の
2 種類があり、「言葉が意見を伝える道具（外に
向かう言葉）であるならば、まず意見（内なる言
葉）を育てる必要がある」と述べています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校は、多様な子どもたちが学年・学級という
集団を構成して学び成長するところです。だから
こそ、他者とのコミュニケーションを図るために
自分の思いを言葉として発しなければなりませ
ん。その言葉に意味をもたせ、わかりやすく伝え
理解し合うためにも時間をかけて、内なる言葉と
向き合い「自分の意見を育てる」必要性を梅田氏
は説いています。 
梅田氏は意見の育て方として 3 つのキーワー

ドを示しています。「内なる言葉」に対して、 
・「なぜ？」と思うことは考えが深まること。 
・「それで？」は考えが進んでいくこと。 
・「本当に？」は考えを戻すこと。 
これらの作業により連想と深化を促す思考法

につながると述べています。ご家庭でもお子さん
との会話の中に 3 つのキーワードを織り交ぜて
みてはいかがでしょう。 
「美しい日本語」が響き渡る学校となるよう、

日常の授業の中でも思考を促す 3 つのキーワー
ドを意識しながら、自己の考えや思いを適切に表
現し、他者とコミュニケーションを図り学び高め
合う子どもたちの育成に取り組んでまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２５日（火）に市民講師の井上先生を招き低学年を対象と
した英会話の授業（英語に慣れ親しむ授業）を行っていただきま
した。先生から提示された絵を英語で発音したり、英語の歌を歌
うことで楽しく学ぶことができました。この授業は各学級 5 時間
行う予定です。 

【大鎮キムラ建設株式会社から寄贈】 

今年の4月から6月に
おけるアンケートの結
果です。約 2 割の児童が
「嫌な思いをしたこと
がある」と回答しまし
た。その内容としては、
「嫌なことを言われた」
「叩かれたり蹴られた
りした」が多い結果とな
りました。 

6 月 1８日（火）に縦割り班で一緒に弁当を食べました。お
兄さんお姉さん方と楽しく食べることができました。 

氏名：門脇美沙（かどわき みさ） 
職名：特別支援教育支援員 (6/3~) 
ひと言 
「この度、特別支援員としてお世話に
なることになりました。子どもたちと
過ごす時間を大切に、精一杯頑張りま
すので、よろしくお願いいたします。」 

心の教室相談員の 7 月の予定は下記のとお
りになっております。子育てに関する相談を承
っておりますので、相談をご希望の方は事前に
学校（教頭）まで電話にてお申し込み下さい。
ます。工事関係車両が往来するので登下校時に
は注意して下さい。 実施日：2 日（火）、4 日（木）、9 日（火） 

11 日（木）、16 日（火）、18 日（木） 
時 間：9:00～14:00 
場 所：本校１階相談室 

【学芸員日原さんから学ぶ 4 年生】 

結果を受け、個別面
談による実態把握及び
指導を行いました。 
学校全体としては、

「友達同士のよりよい
関わり方はどうあるべ
きか」を考えさせ、「思
いやりのある言葉」（美
しい日本語）を使うこ
との大切さを学ばせて
いきます。 
 


